
抄 録 (ABSTRACT)

M.SHIMADA,日.FUsHIKIandT.HIGUCHI:

0-MethyltransferaseasaKeyEnzyme in

BiosyrthesisofGuaiacylarLdSyringylLig-

nins木材誌,18,43(1972).

島田幹夫,伏木秀文,樋口隆昌 :グアヤシルおよび

シリンギルリグニン生合成の鍵酵素,0-メチル基転

移酵素

イチョウとクロマツ(裸子植物)から初めて 0-メ

チル基転移酵素を無細胞抽出することに成功 した｡

特にイチョウから分離抽出する際には酵素活性の安

定化のために牛血清アルブミンの添加が不可欠であ

った｡ これらの裸子植物-0-メチル基転移酵素はグ

アヤシル リグニン前駆物質だけに作用し,シリンギ

ル リグニン前駆物質 (5-ヒ ドロキシフェルラ酸)に

はほとんど作用 しなかった｡ (リグニン化学部門)

T.HIGUCHI,M.TANAHASHIandA.SATO:

AcidolysisofBambooLigninI.Gas-liquid

ChromatographyandMassSpectrometryof

AcidolysisMonomers,木材誌,18,183(1972).

樋口隆昌,棚橋光彦,佐藤 憧 :竹 リグニンのアシ

ドl)シスⅠ,アシドリシスモノマーのガスーマスに

よる分析 ･

タケ MWLのアシ ドリシスモノマーを ガスマス

法によって分析 した結果,同 リグニンはほぼ同量の

グワヤシルグリセロールおよびシリンギルグリセロ

- ル-針 アリルエ-テル構造を含み, その量は50-

60%に達することが推定された｡ β-オキシシナピ

ルアルコ-ル,2-ヒ ドロキシー1-(4-ヒドロキシフェ

ニル)-トプロパノン,1-ヒ ドロキシー1(-4-ヒ ドロキ

シフェニル)-2-プロパノンおよび p-ヒ ドロキシフ

ェニルアセ トンが, 新 しくタケ MWLのアシ ドリ

シス生成物として同定された｡(リグニン化学部門)

T.YAMASAKI,K.HATAandT.HIGUCHI:

ChemicalPropertiesofEnzymicDehydr0-

genationPolymerfrompICoumarylAlcohol,

木材誌,18,361(1972).

山崎 徹,幡 克美,樋口隆昌 :p-クマリルアルコ

ールの酵素的脱水素重合物の化学的性質

♪-ヒ ドロキシ桂皮アルコールの脱水素重合物

(DHP)のニ トロベンゼ ン酸化, アシ ドリシスおよ

び過マンガン酸カリウム酸化を行ない,分解生成物

をガスクロマ トグラフイ-で分析 した｡ニ トロベン

ゼ ン酸化分解で,p-クマ-ルアルコ-ルの DHPか

ら生成 した ♪-ヒ ドロキシベンズアルデヒ ド, コニ

フェ リルアルコ-ルの DHPから生成 したバニリン

の収率はほぼ同一であり, また ♪-クマールアルコ

ールの DHP のアシ ドリシス生成物から, 多量の

♪-ヒ ドロキシフェニルプロパ ンを 検出した｡ さら

に,過マンガン酸塩酸化分解で生成 した主な芳香族

酸のモル比の比較検討により, ♪-クマールアルコ

-ルの DHPとコニフェリルアルコ-ルの DHPの

間で, 芳香核に おける炭素一炭素による縮合度に

有意な差は 認められず, A-クマール アルコ-ルの

DHPの過マンガン酸塩酸化分解生成物中から, メ

トキシ トリメシン酸はほとんど検出されなかった｡

(リグニン化学部門)

小西清司,井上嘉幸,樋口隆昌 :カワラタケによる

リグニンの分解 (第4報) リグニンのフェニルプロ

パン結合様式におよほすラッカーゼ型酵素の影響,

木材誌,18,571(1972).

カワラタケのラッカーゼ型酵素を作用させて,ス

ギ MWL中の構成単位の 結合様式の変化などを検

討 した｡ この結果,特は β-アリルエーテル構造の

非縮合型の一部が縮合型に変化することを認めた｡

また,アシ ドリシスモノマーの生成物,特にバニリ

ン酸の増大から,この酵素は少なくともグワヤシル

グ))セロ- ルーp-アリルエ-テル構造の末端基に作

用 して,カルボキシル基を生成 させることが推定さ

れた｡ しかし,α-および-β-アリルエーテル結合を

開裂させる作用は認められなかった｡

(リグニン化学部門)

佐藤 恒,西尾康三,北村晃子 :ナンキンマメ

(A7'aChuShupogaeaIJ.) リグニンのシリンガ7

ルデヒドとバニリンの量比 (S/V値)について, 日

本農芸化学会誌,46,No.ll,603(1972).

ナンキンマメの殻実,茎,根および葉の各部につ

いてアルコール ･ベンゼ ン可溶部,熱水可溶部, リ
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ダニンおよびそのメ トキシル壷を定量 した｡アルカ

リ件 ニ トロベンゼ ン酸化を上記各部に行ない, !上.

じたシリンガアルデヒ ドとバニ リンのモル比 (S/V

値)を GLCで測定 したところ, 殻実 (0.00),茎

(0.31),莱 (0.32)および根 (0.39)の値を得たO

このように S/V値が小さいことは双子葉植物であ

るナ ンキンマメにとっては植物化学分矧軸 こみて非

常に興味あることであるoむ しろこの場合単子葉植

物に近いとみなせるO類似の低 S/V 値 (0.03)が

センリョウ (ChloranthusglaberMAKINO)の茎

にも観察された｡

島田幹夫 :リグニン生合成の鍵酵素,化学と吐物,

10,443(1972).

被子植物 と裸子植物 (または広葉樹 と針葉樹)と

では リグニンの構成単位が異なり, この差異は,モ

イレ反応やメ トキシル基含量による相違によっても

知ることができるO このような現象はほぼ30年 も前

か ら知 られていたが,その裏にはどんな機構が関係

しているのか,まったく不明であった｡そこで当部

門において裸子植物からリグニンのメ トキシル基生

成に関与する酵素(0-メチル基転移酵素)を初めて

分離することに成功 し,被子植物中のメチル化酵素

の機能的差異が存在することを兄いだした｡ この新

知見は植物分類学上から見て もリグニン生合成のjl.

場から見ても興味深い事実であり,木部分化とリグ

ニン形成 との関連において解説した｡

(リグニン化学部門)

M.SHIMADA,H.FusHIKIandT.HIGUCHI:Me-

chanism ofFormation ofSyringylComp0-

mentsinLignin,Phytochemistry,ll,2247(1972).

島田幹夫,伏木秀又,樋口隆昌 :リグニン中の シリ

ンギル構成単位の形成機構

フェルラ酸-014CH｡を始め,各種標識化合物を用

いてシリンギル リグニンの形成機構について,従来

の研究観点 とは興 った立場か ら再検討した｡その結

果, トレーサーとして植物体に投与されたフェルラ

酸は脱メ トキシル化を受け p-クマール酸に変換 さ

れる反面, そのまま 5-位に水酸化を受けてシリン

ギル リグニンに転入することが証明されたOフェル

ラ酸-014CH3が リグニン生合成の研究に用いられた

のは本論文が初めてであり,従来の生合成経路を裏

付けたC, (リグニン化学部Prl)

M.SHIMADA,H.FUsHIKIandT.HIGUCHI:

0-MethyltransferaseActivityfrom Japanes

BlackPine,Phytochemistry,ll,2657(1972).

島田幹夫,伏木秀又,樋口隆昌 :クロマツから分離

された 0-メチル基転移酵素

リグニンの前駆物質であるフェルラ酸が,クロマ

ツ発芽根抽出物の存在下で, コーヒー酸から生ずる

ことを認めた｡ このメチル化酵素を硫安分画 し,そ

の酵素的性質について調べた0本酵素はコ-ヒ-醍

を最 も良い基質として利用しプロ トカテキンアルデ

ヒ ド,3,4-ヒ ドロキシフェニ-ル酢酸を除 くフェノ

ール類には作用 しなかったO従 って針葉樹に存在す

る 0-メチル基転移酵素はグアヤシル リグニン生合

成に特異的な役割を演 じているものと結論 したO

(リグニン化学部門)

F.NAKATSUBO,M.TANAHASHIandT.HIGUCHI:

AcidolysisofBambooLigninII. Isolation

and ldentificatiorLOfAcidolysisProducts,

WoodResearch,53,9(1972).

中坪 文明,棚橋光彦,樋口隆昌 :竹 リグニンのアシ

ドリシスⅡ,アシ ドリシス生成物の単離,同定

タケ MWLのアシ ドリシス生成物中か らア リル

グリセロールーβ一アリルエーテル構造の開裂によっ

て生 じたと考え られるグワヤシル,シリンギルおよ

び p-ヒ ドロキシフェニルモノマーが単離され,IR,

NMRなどによって同定された｡a-ヒ ドロキシシリ

ンギルアセ トンが一番多 く, 次いで W-ヒ ドロキシ

グワヤシルアセ トンの順であった｡2量体フラクシ

ョン中か ら DL-シリンガレジノールと DL エビシリ

ガレジノールが単離され,融点,UV,IR,NMR,

マススペク トルによって同定された｡ これ らの結果

はタケ リグニンがグワヤシルプロパ ン,シリンギル

プロパ ンおよび少量の p-ヒ ドロキシフェニルプロ

パ ンからなり,その結合様式はスプル-ス リグニン

の場合と同様であることを示 した｡

(リグニン化学部門)
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M.SIMADA(ReviewArticle)･.BiochemicalStu･

diesonBambooLignin andMethoxylation

inHardwood and SoftwoodLignin,Wood

Research,No.53,19(1972).

島田幹夫 :タケリグニンおよび広葉樹と針葉樹材リ

グニンのメ トキシル化についての生化学的研究

タケリグニンの化学構造特性 である p-クマ-ル

酸エステルの構造様式と生化学的な形成機構につい

て考察した｡

針葉樹と広葉樹材中のリグニン構成単位の相違点

について, リグニン生合成における代謝機構の立場

から論究した｡ (リグニン化学部門･)

T.HIGUCHI,M.TANAHASHIandF.NAKATSUBO:

AcidolysisofBambooLigninIII. Estima-

tionofArylglycerol-p-arylEtherGroupsill

LigninS,WoodResearch,54,9(1973).

樋口隆昌,棚橋光彦,中坪文明 :タケリグニンのア

シドリシスⅢ, リグニン中におけるアリルグリセロ

ールーβ-アリルエ-テル基の定量

タケ,ブナ, ネヅコ MWL中のアリルグリセロ

ールーα,β-ジアリルエ-テル基の縮合型,非縮合型

量を,温和なアシ ドリシスおよびアシ ドリシスによ

って生じたアリルアセ トンのガスクロマ トグラフィ

ーによる定量とフェノール性水酸基のスペクトル分

析によって測定した｡ その結果, α-アリルエーテ

ルは 0107-0･09/C6-C3,β-アリルエ-テルは0156

(タケ),0.51(ブナ),0.35(ネヅコ)であり,そ

れぞれの非縮合型の量は0.25,0.26および0.18であ

った｡

タケリグニンは 10:45:45の ♪-クマリルアルコ

-ル :コニフェリルアルコール :シナピルアルコー

ルがスプル-スリグニン中に見出されたと同じ結合

様式で重合しており, さらにその重合体に 0.07/C6

-C3 の割合いで p-クマ-ル酸が側鎖の γ一位に結

合したものと推定したo (リグニン化学部門)

佐々木 光 :構造用木材のメカニカルグレーディン

グ,木材二｢業 28,No.1,2(1973).

ますます 生産テンポの早くなりつつある木材工

鍾

莱,とくに,木造住宅部材産業において,原料木材

の品質管理の方法が問題になってきている｡ここで

は,従来の視覚による品等区分が,スピ- ドおよび

経済性の上でもっている種々の問題を指摘し,1960

年以来研究開発されてきたメカニカルグレーディン

グ (弾性定数などの測定から許容応力度を求める方

法)についての過去の研究結果を紹介し,許容応力

度の決定方法の妥当性を検討し,装置の実例を示し

て,メカニカルグレーディングが如何に生産能率を

高め,精度や経済性の点でも優れているかを示すと

ともに,将来の問題点を指摘している｡

(木質材料部門)

角谷和男 :構造物の外面処理,松尾新一郎監訳,化

学工業社,第4章 木材,p.117-154(1972).
i

この本は J.W.SIMPSONと P.J.HoRROBINに

よって編集された ttTheWeatheringandPerfor一

manceofBuildingMaterials"(1970)の日本語

訳であり,材料別に各自分担協力してできたもので

ある｡ 第 4章木材の部では木材の化学的物理的性

質,木材やその他木質材料の風化特性,木材外装の

デザイン,外装用木材の仕上げの問題が述べられて

いる｡ (木材物理部門)

R.MARTON,P.RUsHTON,J.S.SACOO andK.

SUMIYA:Dimensionsand tJltrastructurein

GrowingFibers,Tappi,55,1499(1972).

R.MARTON,P.RusHTON,∫.S.SACOO,角谷和男 :

成長中の木繊維の寸法と微細構造

4,7,29年生の spruceを用い,木繊維および結

晶の寸法,結晶化度,フィブリル傾角を測定し,木

繊椎の成長段階との対応を考えた｡セルロース微結

晶は形成層帯にも ごくわずか 存在 し, 新生部では

(尖端部でも)結晶長さは短いが,成熟に伴ない長

くなる｡同時に木繊維も寸法を増す｡微結晶の巾は

成長によっても変化しないから,結晶は長さ方向に

成長すると想定される｡結晶化度は微結晶の長さと

木繊維の成長に関して同じ傾向であり,フィブリル

傾角は若い細胞では大きく,細胞の成熟に伴なって

細胞軸に平行になる｡ リグニン含有量の多い圧縮ア
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チ,少ない引張アテ (ポプラ)の結晶の状態からリ

グニンが結晶構造の発達を制御しているのではない

かと考えられる｡ (木材物理部門)

角谷和男 :物理面より見た細胞壁の伸長,木材誌,

19,1(1973).

植物生理の分野で関心の持たれている植物細胞壁

の伸長機構の問題を物理的立場で整理し,概説し

た｡細胞伸長の原動力と考えられる膨圧 (外力)の

役割,細胞壁の伸展性の表現方法,伸長の方向性の

原因について考察し,細胞伸長を外的因子としての

外力と内的因子としての細胞内反応の面よりとらえ

た｡木材樹幹の細胞についてはとくに,2次肥厚の

影響は無視できないO (木材物理部門)

佐 木々徹,山田 ､正,木材の収縮応力 (第2報)塞

ね合わせの適用について,木材誌,18,169(1972).

繊維飽和点以下で含水率を減少させることによっ

て生じる収縮応力を,ヒノキ材半径および接線方向

について測定した｡得られた結果を弾性モデルによ

って表現することはできないが,ボルツマンの重ね

合わせの方法を用い,さらに放湿過程における応力

緩和についての竹村の式を適用することによって,

実験結果とよく一致する式が見出された｡また,収縮

応力の異方性についても考察した｡(木材物理部門)

山田 正,木材のレオロジー,レオロジー,1,104

(1972).

木材の粘弾性,木材の形成とレオロジー,木材の

粘弾性の異方性についての概説｡ (木材物理部門)

M.NoRIMOTOandT.YAMADA:OntheRela-

tionshipbetweentheDielectricProperties

and theCrystallinity ofCellulose,Wood

Research,No.54,19(1973).

則元 京,山田 正 :セルロースの誘電特性と結晶

化度の関係

本報文では,9種のセルロースについて誘電率お

よび損率が -32oC,300Hz～300kHzにおいて測

定され,水分吸着量およびX線測定から求めた結晶

第7号 (1973)

化度と比較されている｡さらに, Fuoss-Kirkwood

の理論を用いて,誘電諸星と結晶化度の関係が理論

的に導かれ, その妥当性が実験的に検討されてい

る｡ (木材物理部門)

T.AoKIand T.YAMADA: TheViscoelastic

Propertiesof w oodUsed forthe Musical

InstrumentsII,Wood Research,No.54,31

(1973).

青木 務,山田 正 :楽器用材の粘弾性的性質 Ⅱ

本報文では,木材の音響的性質と微細構造との関

係を明らかにするために,楽器用材 (シトカスプル

-ス)と他の用材 (ヒノキ,スギとホオノキ)の動

的および誘電的性質について,X線測定から得たミ

セル傾角や結晶化度に関係づけて論じられている｡

シトカスプルースは動的弾性率,動的損失率,誘電

率と誘電損率について,他の材と比較して比重のわ

りには大きい値を持ち,またシトカスプルースの平

均ミセル傾角と spiralangleの分布関数における

半価巾が使用した針葉樹材の中で最も小さい値を示

したと述べている｡そして,シトカスプルースの動

的弾性率と損失率が比重のわりに大きい値を示した

主因は,ミセル傾角が小さいこと,巨視的構造が均

一であることの双方またはいずれか一方に起因する

のかもしれないと結論づけている｡

(木材物理部門)

M.TAKAHASHIandK.NISHIMOTO:Utilization

of Carbohydrates by Soft RotFungus,

ChaetomizLm globoszLm KUNZE,Wood Rese-

arch,No.54,1(1972).

高橋旨象,西本孝一 :歓腐朽菌 Chaeto仇IzLm

globoszLm KUNZEの炭水化物利用

種々の単糖ならびに多糖類を唯一の炭素源とする

培養液により Ch.globosum の振とう培養をおこ

ない,菌体生育量と炭素源の消費率を測定した｡

キシロース,マンノ-ス,ブルコ-ス,ガラクト

-ス,マル トース,ならびにブナ木粉より調製した

粗キシランはよく利用されたが,アラビノース,グ

ルクロン酸,ガラクツロン酸はほとんど利用されな

かったO菌体の生育と炭素源の消費は,キシロース
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ならびに粗キシラン培地がもっとも早 く,広葉樹に 西本孝一 :アメリカ便り-1971年12月11日マジソン

対する軟腐朽菌の 高い腐朽力との 関連が 示唆され にて- しろあり No,16,45(1972).

た｡しかし,マンノ-スもキシロースと同程度によ

く利用されており,軟腐朽菌の針葉樹に対する低い

腐朽力と,針葉樹ヘミセルロース利用力との関連の

検討を今後の問題として指摘した｡

(木材生物部門)

留学先であるウィスコンシン大学の昆虫学科の設

備および研究内容について略述 した｡

(木材生物部門)
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